
 

 

別添 

１ コンソーシアム設立の背景、目的 
労働災害の発生件数は減少傾向にあったが、最近は横ばいの状況となっており、

内訳を見ると小売業や社会福祉施設で増加している。多いのは「転倒」や「動作 
の反動」（腰痛）であり、これらだけで労働災害全体の約 4割を占めるに至って 

いる。 
 

参考１：労働災害による死亡者数、死傷者数の推移 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参考２：第１３次労働災害防止計画の進捗状況（令和３年確定値） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

参考３：令和３年 事故の型別労働災害発生状況（確定値） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出典：平成 23年までは、労災保険給付データ（労災非適用事業を含む）、労働者死傷病報告、死亡災害報告より作成 
平成 24年からは、労働者死傷病報告、死亡災害報告より作成 
※（）内は新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除いたもの。 

出典：労働者死傷病報告 出典：死亡災害報告 
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この背景として高齢化による身体機能の低下等も考えられるが、転倒や腰痛は
日常生活でも発生するようなものであること、命に関わるようなものが比較的少

ないことから、自らの危機ととらえて対策を講ずる必要性の認識に至らないとい
うことも考えられる。 

また小売業や介護施設を始めとした第三次産業（総務省労働力調査によれば就 
業者数は 7割超を占める）においては、一般に労働安全衛生活動の重要性の理解 

が第二次産業（「ご安全に」などの掛け声がある）ほど進んでいない傾向があり、
これには従業員の安全確保よりも顧客や利用者への対応を優先する文化も影響し 

ていると考えられ、従来型の、労働基準監督署等による事業者への指導によるア 
プローチだけでは災害を減らすことが難しくなっている。 

  転倒・腰痛であっても後遺障害を伴う重篤な災害も発生しており、労働者は当
然のこととして、企業、地域、社会への影響もますます大きくなってきている。 

この問題の解決のため、まず、労働災害を自分ごととしてとらえ、対策すべき
ものとしてとらえていく機運の醸成を図り、全てのステークホルダーが一丸とな

り、顧客や利用者だけでなく、従業員の安全を第一に掲げて取組を進めていくこ
とを目的として、「従業員の幸せのための Safer Action For Employees（SAFE）

コンソーシアム」を組織する。 
 

 
２ 加盟メンバーの構成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３ 取組 

（１）労働災害問題の協議・周知（シンポジウム） 
（２）加盟メンバーによる労働災害防止の取組事例の共有、コンソーシアム事務局

主催イベント等による加盟メンバーのマッチングによる新たな取組の創出 
（３）優良取組事例の表彰、コンソーシアム内外への発信（SAFEアワード） 

（４）加盟メンバー及びコンソーシアムの認知向上（ロゴマーク、バナー等） 
 

 



 

 

 

※イメージ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＜本年度の主な活動予定＞ 
（１）6月：「従業員の幸せのための SAFEコンソーシアム」設立 

（２）7月：「全国安全週間」の実施 
（３）9月～12月：「安全衛生意識向上シンポジウム」（仮）イベントの開催 

（全国 7カ所）／ アンバサダー等による、参画事業者への現場視察の実施 
（４）2023年 2月：優良取組事例表彰「SAFEアワード」の実施 

（他）通期：安全衛生取組事例の共有、メンバー間の取組のマッチング等 

 

 
【参考情報】 

「従業員の幸せのための SAFEコンソーシアム」ロゴ： 
「SAFE」という名称には、Safer Action For Employees（SAFE）という 

従業員の幸せのための安全アクションを推進していく想いを込めています。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「従業員の幸せのための SAFEコンソーシアム」特設サイト： 

https://safeconsortium.mhlw.go.jp/ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

https://safeconsortium.mhlw.go.jp/


 

 

 

「従業員の幸せのための SAFEコンソーシアム」アンバサダー： 

土田 晃之さん（つちだ てるゆき） 

タレント、司会者、コメンテーター。 

1972年生まれ、東京都練馬区出身。 

家電芸人として有名なだけでなく、数多くのテレビ番組 

レギュラーや雑誌連載。 

著書を出版するなどマルチに活動しており、プライベート 

では三男一女の父親でもある。 
 

 
 

 
「従業員の幸せのための SAFEコンソーシアム」サポーター： 

タイムマシーン 3 号 

写真左 山本 浩司さん（やまもと こうじ） 

写真右 関 太さん（せき ふとし） 

タレント、お笑いコンビ。2000年にコンビ結成。 

「オンバト+」第 2代チャンピオン。「M-1グランプリ」 

「キングオブコント」ファイナリスト経験者。 

漫才、コント、MCなどをオールラウンドにこなし、 

テレビやラジオに複数のレギュラー番組を持つ。 

 
 

 
 

 
 

 
SAFEコンソーシアム事務局： 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 1－11－8渋谷パークプラザ B1 
Tel：03-6427-6799（受付時間：平日 10：00～17：00） 

Fax：03-6427-9081 
E-Mail：info@safe-consortium.jp 
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